
作成日：R7 年 3 月 18 日 

令和 6 年度第 4 回 高松圏域自立支援協議会 当事者団体・家族会部会議事録 

 

日付 令和 7年 3月 13日（木） 

時間 10：00 ～ 11：30 

開催会場 かがわ総合リハビリテーションセンター２Ｆ 調理室 

参加機関等 
むつみ会、高松市障がい福祉課、高松市身体障害者協会、発達にじいろ広

場自由っこ、障害者生活支援センターあい、地域生活支援センターこだま、

地域活動支援センタークリマ、高松市障がい者基幹相談支援センター中核

拠点、ライブサポートセンター 

欠）香川県難聴児（者）親の会、香川県自閉症協会 

順不同 計 9名 

 

議題１：合理的配慮についての取り組み 

議事 
〈啓発の前段〉  

部会メンバーで小勉強会をする「合理的配慮を知ろう」 

 

〈当事者の声、事例集め〉 

香川県自立支援協議会では障害者差別解消法を元に勉強会を実施した。 

令和 6年４月から 1年間の香川県の合理的配慮に関する事例でどんな事例

があったか共有される。 

部会員より 

（例）一般高校入試の際 かけはし（記録・個別支援計画が必要） 

（例）障害年金を申請する際 

 

〈イベントに合わせて啓発〉 

場所：★【８月】ナイスハートバザール（ゆめタウン） 

香川県社会就労センター協議会が主催。 

★こどもの国 

★【8月】こころの健康展（イオンモール香西） 

内容：★ヘルプマークを知ってもらう 



★合理的配慮を受けるために必要な準備は？ 

→障がい福祉課で配布物を探していただく。 

今後の動き 

【来年度前半】 

 

・合理的配慮について学ぶ 

・かけはしについて学ぶ 

【６月】 １．高松市身体障害者協会より講師を派遣頂く予定 

２．障がい福祉課（市「合理的配慮の提供を支援します） 

3.かけはしの啓発 

【８月】ナイスハートバザールにて啓発活動を行う 

 

議題 2：部会の構成について 

議事 
・ピアサポーターにも参加してもらうのはどうか 

・当事者団体と家族会（親の会）を分けても良いのではないか？ 

→一緒に気持ちや情報を共有することが良い。 

→精神・知的・身体 障がい種別の違う分野が交わることが大事、助け合え

るから 

 

・今年度、参加されていない方への連絡して継続の意思確認をする。 

・新たに参加できそうな団体を検討する。 

今後の動き 
現在参加されていない方の意向確認と、新たな部会メンバーの声かけを行

う。 

 

議題３：その他 

議事 
・災害時障害者支援について 

・ことでん 精神障がい者割引 R7.4～半額になる。行政に働きかけて１０年

かかった。 

・精神障害者に対する重度心身障害者等医療費助成制度の早期創立を求

める意見書を香川県知事宛に提出した。 

 

次回開催は決まり次第連絡する。 


